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日
々
を
重
ね
て
は
じ
め
て
手
に
入
れ
ら
れ
る
感
情
が
あ
る
。
主
人
公
の
桃
子

さ
ん
は
七
十
代
。
ひ
と
り
静
か
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
内
か
ら
鳴
り
響
く
東
北

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も

弁
丸
出
し
の
言
葉
が
、
様
々
な
記
憶
を
呼
び
寄
せ
る
。
飛
び
出
し
た
故
郷
、
住

み
込
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
結
婚
、
育
児
、
そ
し
て
夫
の
突
然
の
死
。
震
え
る
よ

う
な
絶
望
の
果
て
に
桃
子
さ
ん
は
何
を
手
に
入
れ
た
の
か
。
老
い
を
生
き
る
意

若
竹

千
佐
子

著

味
を
描
い
た
話
題
作
。

第
一
五
八
回

芥
川
賞

第
五
四
回
文
藝
賞
受
賞

平
成
二
十
九
年
刊

一
六
四
頁

河
出
書
房
新
社

十
四
歳
の
夏
、
故
郷
広
島
に
て
被
爆
し
、
上
京
後
、
半
世
紀
に
渡
り
「
死
刑

教
誨
師

囚
教
誨
」
を
務
め
た
僧
侶
渡
邉
普
相
。
死
刑
制
度
が
持
つ
苦
し
み
と
矛
盾
を
一

身
に
背
負
っ
て
き
た
彼
の
人
生
を
通
じ
、
教
誨
の
歴
史
や
、
拘
置
所
内
で
の
死

刑
囚
と
の
会
話
、
執
行
現
場
に
関
わ
る
人
々
の
葛
藤
な
ど
、
本
人
へ
の
イ
ン
タ

堀
川

惠
子

著

ビ
ュ
ー
に
よ
り
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
。

第
一
回

城
山
三
郎
受
賞

平
成
三
十
年
刊

三
五
八
頁

講
談
社(

文
庫)

平
安
時
代
に
紫
式
部
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
日
本
古
典
文
学
の
名
著
「
源
氏
物

語
」
を
、
直
木
賞
な
ど
数
々
の
文
芸
賞
を
受
賞
し
た
作
家

角
田
光
代
氏
が
、

源
氏
物
語

下

新
た
な
視
点
で
現
代
語
訳
し
た
。
下
巻
で
は
、
光
源
氏
亡
き
後
、
そ
の
息
子
・

角
田

光
代

訳

薫
や
孫
・
匂
宮
を
中
心
に
、
姫
た
ち
と
の
恋
が
描
か
れ
る
。
第
四
十
二
帖
匂
宮

（
に
お
う
み
や
）
か
ら
最
終
帖
の
第
五
十
四
帖
夢
浮
橋
（
ゆ
め
の
う
き
は
し
）

（
日
本
文
学
全
集
０
６
）

ま
で
を
収
録
。

〔
上
・
中
巻
は
十
冊
文
庫
で
利
用
可
〕

令
和
二
年
刊

六
三
七
頁

河
出
書
房
新
社

「
す
べ
て
の
始
ま
り
は
会
う
こ
と
か
ら
だ
。
会
う
。
逢
う
。
遇
う
。
遭
う
。

沢
木
耕
太
郎
セ
ッ
シ
ョ
ン
ズ

人
と
人
と
の
関
わ
り
は
そ
の
『
あ
う
』
こ
と
か
ら
し
か
始
ま
ら
な
い
。
」

〈
訊
い
て
、
聞
く
〉
１

「
対
談
」
と
銘
打
た
れ
て
雑
誌
や
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
著
者
・
沢
木
耕
太

郎
と
吉
行
淳
之
介
、
瀬
戸
内
寂
聴
ら
多
様
な
分
野
の
著
名
人
十
人
と
の
対
話
が

集
め
ら
れ
て
構
成
さ
れ
た
本
作
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
話
を
通
し
て
、
各
々
の
様
々

沢
木

耕
太
郎

著

な
考
え
方
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。

令
和
二
年
刊

三
一
〇
頁

岩
波
書
店

『
常
山
紀
談
』
で
は
信
長
か
ら
三
悪
事
を
働
い
た
者
と
紹
介
さ
れ
、
後
の
世

で
は
梟
雄
と
呼
ば
れ
、
浮
世
絵
で
は
白
髪
頭
を
振
り
乱
し
眼
鋭
く
猛
々
し
い
姿
で

じ
ん
か
ん

描
か
れ
る
戦
国
の
武
将
松
永
久
秀
。
し
か
し
、
近
年
、
猛
々
し
さ
と
は
無
縁
の
肖

像
画
が
発
見
さ
れ
、
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
久
秀

像
が
分
か
っ
て
き
た
。
久
秀
は
何
を
思
い
、
何
を
な
し
た
か
。
改
め
て
信
長
の
口

今
村

翔
吾

著

か
ら
語
ら
れ
る
久
秀
と
は
。

新
進
気
鋭
の
時
代
小
説
家
が
描
く
、
現
代
版
、
松
永
久
秀
の
物
語
。

第
十
一
回
山
田
風
太
郎
賞
受
賞令

和
二
年
刊

五
〇
九
頁

講
談
社
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大
学
生
の
青
山
霜
介
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
水
墨
画
家
の
篠
田
湖
山
と
出
会

い
、
そ
の
場
で
弟
子
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
そ
の
場
に
い
た
湖
山
の
孫
・

線
は
、
僕
を
描
く

千
瑛
と
翌
年
の
湖
山
賞
を
か
け
て
勝
負
す
る
こ
と
に
。
水
墨
画
に
な
ど
興
味
も

な
か
っ
た
霜
介
は
、
次
第
に
そ
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
。
水
墨
画
と
は
線

で
命
を
描
く
芸
術
。
両
親
を
事
故
で
失
っ
て
以
来
、
孤
独
の
中
に
い
た
霜
介
は
、

砥
上

裕
將

著

水
墨
画
を
と
お
し
て
生
き
る
意
味
を
見
出
し
て
い
く
。

二
〇
二
〇
年
本
屋
大
賞
三
位令

和
元
年
刊

三
一
七
頁

講
談
社

向
日
葵
の
花
言
葉
は
「
あ
こ
が
れ
」
。
夏
の
青
空
に
向
か
っ
て
燦
々
と
輝
く
そ

の
花
は
ゴ
ッ
ホ
の
描
く
魔
性
の
花
。
異
端
の
天
才
棋
士
・
上
条
桂
介
の
人
生
は
向

盤
上
の
向
日
葵

日
葵
に
支
配
さ
れ
て
い
く
。
幾
重
に
も
絡
ん
だ
壮
絶
な
人
生
の
糸
が
、
そ
し
て
事

件
の
謎
が
解
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
上
条
桂
介
は
舞
っ
た
、
あ
こ
が
れ
の
向
日
葵

に
向
か
っ
て
。
誰
が
誰
を
な
ぜ
殺
し
た
の
か
。
真
実
は
永
遠
の
闇
に
葬
ら
れ
た
。

柚
月

裕
子

著

山
形
県
天
童
市
。
美
し
い
将
棋
の
街
で
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た
壮
絶
す
ぎ
る
物
語
。

二
〇
一
八
年
本
屋
大
賞
二
位

平
成
二
十
九
年
刊

五
六
三
頁

中
央
公
論
新
社

「
後
ろ
姿
を
見
て
、
生
き
方
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
通
り
の
最
期
を

見
せ
た
父
・
鶴
見
祐
輔
（
政
治
家
、
著
述
家
）。
最
期
に
謝
っ
た
母
（
後
藤
新
平

看
取
り
の
人
生

の
長
女
）
。
死
の
直
前
ま
で
和
歌
を
書
き
留
め
さ
せ
た
姉
・
鶴
見
和
子
（
社
会
学

者
）
。
書
く
こ
と
と
読
む
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
兄
・
鶴
見
俊
輔
（
哲
学
者
）
。

リ
ベ
ラ
ル
な
家
族
の
中
「
あ
な
た
は
他
の
子
と
違
う
。
あ
な
た
が
我
慢
す
れ
ば

内
山

章
子

著

鶴
見
家
は
う
ま
く
い
く
」
と
育
て
ら
れ
、
黒
子
と
し
て
生
き
た
著
者
に
よ
る
回

想
録
。
伝
記
的
事
実
か
ら
は
う
か
が
え
な
い
鶴
見
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
綴
る
。

平
成
三
十
年
刊

二
三
三
頁

藤
原
書
店

万
延
元
年
、
姦
通
の
罪
を
犯
し
た
旗
本
・
青
山
玄
蕃
に
、
御
家
存
続
と
引
き
換

え
に
切
腹
の
沙
汰
が
下
る
。
し
か
し
、
玄
蕃
の
答
え
は
「
痛
え
か
ら
い
や
だ
」
。

流
人
道
中
記

上

結
果
、
蝦
夷
福
山
へ
の
流
罪
と
な
っ
た
玄
蕃
と
、
そ
の
押
送
人
を
命
じ
ら
れ
た
十

九
歳
の
与
力
・
石
川
乙
次
郎
は
津
軽
三
厩
へ
の
旅
に
出
る
。
口
も
態
度
も
悪
い
玄

蕃
だ
が
、
道
中
出
会
う
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
人
々
を
見
逃
さ
ず
、
そ
し
て
見
捨

浅
田

次
郎

著

て
な
い
。

こ
の
男
、
果
た
し
て
本
当
に
罪
人
か
。

令
和
二
年
刊

三
七
一
頁

中
央
公
論
新
社

流
人
・
青
山
玄
蕃
と
押
送
人
・
石
川
乙
次
郎
の
旅
は
続
く
。
父
の
敵
を
七
年
も

探
し
続
け
る
浪
人
。
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
少
年
。
旅
先
で
病
に
倒
れ
、
「
故

流
人
道
中
記

下

郷
の
水
を
飲
ん
で
死
に
た
い
」
と
願
う
女
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
二
人
の
旅
は
終
わ
り
へ
と
近
づ
い
て
い
く
。
そ
の
道
中
、
玄
蕃
は
乙
次
郎
に

自
身
の
半
生
と
罪
の
真
実
を
語
る
。

浅
田

次
郎

著

「
武
士
が
命
を
懸
く
る
は
、
戦
場
ば
か
り
ぞ
。」
䢣

玄
蕃
が
、
御
家
を
潰
し
て
も

生
を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。令

和
二
年
刊

二
九
四
頁

中
央
公
論
新
社

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
）
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｢

海
に
土
を
入
れ
た
ら
、
魚
た
ち
は
死
む
？｣

普
天
間
基
地
の
近
く
に
住
み
、

海
を
あ
げ
る

未
成
年
の
少
女
た
ち
の
支
援
・
調
査
を
続
け
て
い
る
著
者
に
よ
る
初
エ
ッ
セ
イ

集
。
暴
力
や
貧
困
の
中
の
若
い
女
性
た
ち
、
爆
音
の
下
で
沈
黙
す
る
人
々
、
土
砂

が
投
入
さ
れ
た
辺
野
古
の
海
。
幼
い
娘
の
か
た
わ
ら
で
沖
縄
を
生
き
る
痛
み
を
、

上
間

陽
子

著

静
か
に
強
く
綴
る
。

二
〇
二
一
年

本
屋
大
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

二
五
一
頁

筑
摩
書
房

十
九
歳
の
浪
人
生
う
ー
ち
ゃ
ん
が
、
独
特
な
方
言
「
か
か
弁
」
で
語
り
か
け
る

か
か

形
で
物
語
は
始
ま
る
。
う
ー
ち
ゃ
ん
を
取
り
巻
く
複
雑
な
事
情
を
持
つ
家
族
。
鍵

の
か
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
空
間
が
拠
り
所
の
彼
女
。
愛
憎
入
り
交
じ
っ
た
感
情
を
持

ち
つ
つ
も
、
心
を
病
ん
だ
母
を
救
う
た
め
、
あ
る
祈
り
を
抱
え
熊
野
へ
向
か
う
。

宇
佐
見

り
ん

著

第
五
六
回

文
藝
賞
受
賞

第
三
三
回

三
島
由
紀
夫
賞
受
賞

令
和
元
年
刊

一
一
五
頁

河
出
書
房
新
社

作
家
の
松
岡
護
と
夏
目
漱
石
の
長
女
筆
子
の
四
女
で
あ
り
、
昭
和
史
研
究
家
の

硝
子
戸
の
う
ち
そ
と

半
藤
一
利
の
妻
で
あ
る
著
者
が
、
夏
目
一
族
の
思
い
出
、
自
身
の
住
む
家
や
町
、

友
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
、
夫
・
半
藤
一
利
と
の

別
れ
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。『
味
覚
春
秋
』『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
掲
載
さ
れ
た
も

半
藤

未
利
子

著

の
書
籍
化
。

令
和
三
年
刊

二
六
七
頁

講
談
社

祖
母
の
跡
を
継
ぎ
、
鎌
倉
で
文
具
店
を
営
む
鳩
子
の
も
と
に
は
、
今
日
も
風
変

キ
ラ
キ
ラ
共
和
国

わ
り
な
代
書
の
依
頼
が
舞
い
込
む
。
目
の
見
え
な
い
少
年
か
ら
母
へ
の
手
紙
、
亡

き
夫
か
ら
の
謝
罪
の
手
紙
、
憧
れ
の
文
豪
か
ら
の
手
紙
ー
。
家
族
に
な
っ
た
Ｑ
Ｐ

ち
ゃ
ん
と
モ
リ
カ
ゲ
さ
ん
、
ご
近
所
の
バ
ー
バ
ラ
婦
人
や
男
爵
、
さ
ら
に
は
名
前

小
川

糸

著

も
知
ら
な
い
母
親
？
も
登
場
の
『
ツ
バ
キ
文
具
店
』
続
編
。

平
成
二
九
年
刊

二
五
一
頁

幻
冬
舎

ヘ
ル
ツ
の
声
で
鳴
く
、
世
界
で
一
頭
だ
け
の
孤
独
な
ク
ジ
ラ
。
そ
の
声
は
周

52

ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち

波
数
が
高
く
、
他
の
ク
ジ
ラ
に
は
聴
こ
え
な
い
䢣
。
家
族
に
人
生
を
搾
取
さ
れ
、

52

恋
人
に
も
裏
切
ら
れ
た
キ
ナ
コ
。
心
優
し
く
愛
情
深
い
け
れ
ど
、
誰
に
も
言
え
な

い
秘
密
を
抱
え
た
ア
ン
さ
ん
。
親
に
虐
待
さ
れ
、
「
ム
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
少

町
田

そ
の
こ

著

年
。
彼
ら
の

ヘ
ル
ツ
の
心
の
叫
び
が
届
き
ま
す
よ
う
に
、
祈
り
と
希
望
の
物
語
。

52

二
〇
二
一
年

本
屋
大
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

二
六
〇
頁

中
央
公
論
新
社

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
、
男
は
出
稼
ぎ
の
た
め
、
上
野
駅
に
降
り
立
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口

そ
し
て
彼
は
彷
徨
い
続
け
る
。
福
島
県
に
生
ま
れ
、
数
奇
な
運
命
を
経
て
ホ
ー
ム

レ
ス
と
な
っ
た
彼
。現
在
と
過
去
が
入
り
交
じ
り
な
が
ら
進
展
し
て
い
く
物
語
に
、

読
者
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

柳

美
里

著

二
〇
二
〇
年

全
米
図
書
賞
（
翻
訳
文
学
部
門
）
受
賞

平
成
二
六
年
刊

一
八
七
頁

河
出
書
房
新
社



書

名

・

著

者

解

題

舞
台
は
茨
城
県
牛
久
。
東
京
で
働
い
て
い
た
都
は
、
更
年
期
障
害
で
苦
し
む
母

自
転
し
な
が
ら
公
転
す
る

の
介
護
の
た
め
帰
郷
。
地
元
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
働
き
始
め
る
。

仕
事
の
ト
ラ
ブ
ル
、
親
の
病
気
、
先
の
見
え
な
い
恋
愛
、
次
々
と
押
し
寄
せ
る

問
題
に
直
面
す
る
都
。「
自
転
し
な
が
ら
公
転
す
る
」
ぐ
る
ぐ
る
迷
い
な
が
ら
彼

山
本

文
緒

著

女
が
選
択
し
た
未
来
と
は
。

第
一
六
回

中
央
公
論
文
芸
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

四
七
八
頁

新
潮
社

そ
の
当
時
、
自
転
車
は
高
級
品
だ
っ
た
。
数
ヶ
月
稼
い
で
や
っ
と
手
に
で
き
る
、

自
転
車
泥
棒

そ
れ
が
自
転
車
。
二
十
年
前
、
自
転
車
と
と
も
に
消
え
た
父
。
大
人
に
な
っ
た｢

ぼ

く｣

の
元
に
は
自
転
車
だ
け
が
戻
っ
て
き
た
。
激
動
の
時
代
の
台
湾
を
自
転
車
で

通
し
て
巡
る
物
語
。

呉

明
益

著

二
〇
一
八
年

国
際
ブ
ッ
カ
ー
賞
候
補

平
成
三
〇
年
刊

四
三
八
頁

文
芸
春
秋
社

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
い
釜
石
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
そ
の
犬
は
、
名
を
変

少
年
と
犬

え
、
在
る
と
こ
ろ
を
変
え
て
行
く
。
出
会
う
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
。
そ
の
犬
は

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
そ
し
て
書
名
の｢

少
年｣

と
は
。
章
ご
と
に
語
ら
れ
る
出
会

い
と
別
れ
の
物
語
。

馳

星
周

著

第
一
六
三
回

直
木
賞
受
賞

令
和
二
年
刊

三
〇
八
頁

文
藝
春
秋

大
切
な
の
は
「
違
い
が
あ
る
」
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
の
街
ブ
ラ

ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ

イ
ト
ン
で
暮
ら
す
「
ぼ
く
」
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
父
と
日
本
人
の
母
を
持
つ
中

イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー

学
生
が
考
え
る
差
別
と
は
？
貧
富
の
差
と
は
？
多
様
性
と
は
？
「
ぼ
く
」
が
日
常

で
感
じ
る
思
い
を
、
両
親
に
伝
え
る
言
葉
は
真
っ
直
ぐ
で
、
思
慮
深
く
鋭
い
。
母

親
で
あ
る
著
者
が
『
波
』
で
連
載
し
て
い
た
も
の
を
書
籍
化
。

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

著

二
〇
一
九
年

本
屋
大
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞
受
賞

令
和
元
年
刊

二
五
二
頁

新
潮
社

「
画
鬼
」
と
称
さ
れ
た
絵
師
、
河
鍋
暁
斎
の
娘
と
よ
。
幼
き
頃
か
ら
父
の
手
ほ

星
落
ち
て
、
な
お

ど
き
を
受
け
絵
師
と
な
る
が
、
多
彩
な
才
能
の
暁
斎
ほ
ど
の
腕
は
な
く
、
、
同
じ

く
絵
師
と
な
っ
た
異
母
兄
周
三
郎
ほ
ど
の
覇
気
は
な
い
。
私
立
女
子
美
術
学
校
初

の
女
性
日
本
画
教
授
で
あ
っ
た
彼
女
だ
が
、
絵
を
描
く
こ
と
、
女
性
と
し
て
生
き

澤
田

瞳
子

著

る
社
会
か
ら
の
制
約
な
ど
に
も
悩
み
な
が
ら
、
自
分
の
人
生
を
進
ん
で
い
く
。

第
一
六
五
回

直
木
賞
受
賞

令
和
三
年
刊

三
二
一
頁

文
藝
春
秋

森
鴎
外
の
末
子
、
類
を
主
人
公
に
し
た
長
編
小
説
。
優
秀
な
兄
姉
妹
の
な
か
、

類

勉
学
、
絵
画
、
文
学
と
何
を
や
っ
て
も
類
の
才
能
は
な
か
な
か
芽
が
で
な
い
。
さ

ら
に
戦
争
に
よ
っ
て
財
産
が
失
わ
れ
妻
子
を
抱
え
て
困
窮
し
て
い
く
ー
。
名
門
に

生
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
享
受
し
た
喜
び
と
苦
悩
、
何
か
を
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
は
な

朝
井

ま
か
て

著

い
人
生
を
丁
寧
に
描
く
。
緑
の
濃
淡
が
鮮
や
か
な
装
画
は
類
に
よ
る
も
の
。

第
三
四
回

柴
田
錬
三
郎
賞
受
賞

第
七
一
回

芸
術
選
奨
（
文
学
部
門
）
文
部
科
学
大
臣
賞

令
和
二
年
刊

四
九
四
頁

集
英
社

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
）



読
書
会
読
書
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の

十

冊

文

庫

目

録

追

録

№

（
令
和
四
年
度
）

38

千
葉
県
立
図
書
館

令
和
五
年
三
月
現
在

書

名

・

著

者

解

題

お
い
し
い
ご
は
ん
が

料
理
上
手
で
守
っ
て
あ
げ
た
く
な
る
存
在
の
女
性
社
員
・
芦
川
。
食
べ
る
こ
と

食
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に

に
ま
っ
た
く
重
き
を
置
い
て
い
な
い
男
性
社
員
・
二
谷
。
そ
の
同
僚
で
何
事
も
頑

高
瀬

隼
子

著

張
っ
て
し
ま
う
女
性
社
員
・
押
尾
。
あ
る
日
、
芦
川
が
早
退
の
お
詫
び
に
と
、
職

場
に
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
を
差
し
入
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
不
穏
な
ム
ー
ド
が
漂
い
始

め
る
。｢

食｣

に
対
す
る
違
和
感
を
軸
に
、
わ
か
り
合
え
な
い
人
間
模
様
を
描
く
。

第
一
六
七
回

芥
川
賞

令
和
三
年
刊

一
五
二
頁

講
談
社

嫌
い
な
ら
呼
ぶ
な
よ

コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
を
舞
台
と
し
た
４
編
を
収
録
し
た
短
編
集
。
美
容
整
形
し
た

綿
矢

り
さ

著

顔
を
同
僚
に
「
い
じ
ら
れ
て
る
」
女
、
素
人
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
へ
の
応
援
が
過
熱

し
て
い
く
女
、
妻
の
親
友
宅
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
不
倫
を
吊
し
上
げ
ら
れ
る
男
。
こ

ぞ
っ
て
被
害
意
識
を
持
ち
、
メ
ー
ル
で
闘
い
合
う
作
家
、
ラ
イ
タ
ー
、
編
集
者
。

「
正
し
さ
」
の
攻
撃
に
も
負
け
ず
、
自
身
の
欲
望
に
忠
実
な
主
人
公
た
ち
を
描
く
。

令
和
四
年
刊

二
〇
七
頁

河
出
書
房
新
社

語
学
の
天
才
ま
で
一
億
光
年

二
五
を
超
え
る
言
語
を
実
際
に
現
地
で
使
い
、『
謎
の
独
立
国
家
ソ
マ
リ
ラ
ン

高
野

秀
行

著

ド
』
や
『
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
密
林
に
消
え
る
』
等
の
著
作
を
刊
行
し
て
き
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
が
、
語
学
の
魅
力
、
ユ
ニ
ー
ク
な
学
習
法
、
語
学
が
少

し
で
も
で
き
る
と
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
を
現
地
で
の
体
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
紹
介
す
る
。

令
和
四
年
刊

三
三
四
頁

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

黒
牢
城

時
は
本
能
寺
の
変
を
四
年
後
に
控
え
る
天
正
六
年
。
信
長
に
叛
逆
し
有
岡
城
に

米
澤

穂
信

著

立
て
こ
も
っ
た
荒
木
村
重
は
説
得
に
訪
れ
た
織
田
方
の
軍
師
、
黒
田
官
兵
衛
を
と

ら
え
て
幽
閉
す
る
。
村
重
が
秘
密
裏
に
打
ち
明
け
る
城
内
で
の
不
可
解
な
事
件
を

土
牢
の
囚
人
、
官
兵
衛
が
解
き
明
か
し
て
い
く
戦
国
ミ
ス
テ
リ
小
説
。

第
一
六
六
回

直
木
賞

第
一
二
回

山
田
風
太
郎
賞

令
和
三
年
刊

四
四
五
頁

K
A
D
O
K
A
W
A

生
物
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か

遺
伝
子
の
仕
組
み
の
研
究
者
が
、｢

生
物
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か
？｣

｢
｢

死｣

を
ど
の

小
林

武
彦

著

よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
か
？｣

と
い
う
疑
問
に
対
し
、｢

タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー｣

、｢

進

化｣

、｢
｢

多
様
性｣

等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
生
物
学
的
見
地
か
ら
解
説
。
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
の
最
前
線
や｢

死
な
な
い

｣

と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

AI

新
書
大
賞
二
〇
二
二

第
二
位令

和
三
年
刊

二
一
七
頁

講
談
社

月
夜
の
森
の
梟

｢

年
を
と
っ
た
お
ま
え
を
見
た
か
っ
た｣

長
年
連
れ
添
っ
た
夫
・
藤
田
宜
永
を

小
池

真
理
子

著

肺
が
ん
で
亡
く
し
た
著
者
は
、
病
と
死
に
ど
う
向
き
あ
い
、
見
送
っ
た
後
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
た
の
か
。
季
節
は
流
れ
、
森
は
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
日
そ
の
時
の

風
景
、
気
持
ち
、
二
度
と
巡
っ
て
こ
な
い
瞬
間
を
綴
る
。
『
朝
日
新
聞
』
連
載
を

単
行
本
化
。

令
和
三
年
刊

一
七
二
頁

朝
日
新
聞
出
版



書

名

・

著

者

解

題

同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て

ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
母
親
や
村
人
た
ち
を
惨
殺
さ
れ
た
ソ
連
の
少
女
・
セ
ラ
フ

逢
坂

冬
馬

著

ィ
マ
が
主
人
公
。
復
讐
を
決
意
し
た
セ
ラ
フ
ィ
マ
は
、
似
た
よ
う
な
境
遇
に
お
か

れ
た
女
性
だ
け
で
編
成
さ
れ
た
狙
撃
小
隊
に
入
り
、
過
酷
な
訓
練
を
重
ね
る
。
練

度
を
高
め
た
小
隊
は
や
が
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
前
線
へ
䢧
。
精
密
な
戦

場
の
描
写
と
と
も
に
狙
撃
小
隊
が
見
つ
め
た
生
と
死
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
描
く
。

第
一
一
回

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
賞

本
屋
大
賞
二
〇
二
二
大
賞

令
和
三
年
刊

四
九
二
頁

早
川
書
房

文
に
あ
た
る

人
気
校
正
者
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
複
数
の
辞
書
を
使
い
分
け
、
疑
い
な
が
ら

牟
田

都
子

著

何
度
も
読
み
、
古
書
店
や
図
書
館
を
巡
り
原
典
に
あ
た
る
。
十
行
足
ら
ず
の
文
章

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
に
四
日
も
か
か
る
と
き
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
読
者
に
誤
り
を

指
摘
さ
れ
る
の
を
想
像
す
る
だ
け
で
胃
が
冷
た
い
手
で
ぎ
ゅ
っ
と
つ
か
ま
れ
た
よ

う
な
感
覚
に
な
る
。
校
正
の
難
し
さ
と
面
白
さ
、
書
物
に
対
す
る
想
い
を
綴
る
。

令
和
四
年
刊

二
五
五
頁

亜
紀
書
房

黛
家
の
兄
弟

日
本
海
沿
い
に
あ
る
と
思
し
き
架
空
の
神
山
藩
。
代
々
筆
頭
家
老
を
務
め
る

砂
原

浩
太
朗

著

黛
家
の
三
男
・
新
三
郎
は
大
目
付
の
黒
沢
家
へ
の
婿
入
り
が
決
ま
る
。
と
こ
ろ
が

あ
る
日
、
筆
頭
家
老
の
地
位
を
狙
う
漆
原
内
記
の
策
略
で
黛
家
の
将
来
を
揺
る
が

す
大
事
件
が
起
き
䢧
。
そ
し
て
舞
台
は
一
三
年
後
、
二
転
三
転
す
る
お
家
騒
動
と

と
も
に
、己
の
無
力
さ
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
若
き
武
士
・
新
三
郎
の
成
長
を
描
く
。

第
三
五
回

山
本
周
五
郎
賞

令
和
四
年
刊

四
一
〇
頁

講
談
社

目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と

｢

目
が
見
え
な
い｣

と｢

美
術
館
が
好
き｣

と
い
う
話
が
頭
の
中
で
つ
な
が
ら
な
い

ア
ー
ト
を
見
に
い
く

ま
ま
、
何
も
知
ら
ず
に
全
盲
の
美
術
愛
好
家
・
白
鳥
さ
ん
と
絵
画
展
を
訪
れ
た
著

川
内

有
緒

著

者
は
、
意
識
が
転
換
す
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
。｢

見
る｣
と
い
う
こ
と
、
ア
ー
ト

の
意
味
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
。
白
鳥
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
巡
っ
て
見
え
て
き
た
こ

と
を
綴
る
。

二
〇
二
二
年
本
屋
大
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞

令
和
三
年
刊

三
三
五
頁

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

や
さ
し
い
猫

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
ミ
ユ
キ
さ
ん
が
と
八
歳
年
下
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
、
ク
マ
さ

中
島

京
子

著

ん
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
偶
然
出
会
い
、
惹
か
れ
合
っ
て
い
く
。
娘
の
マ
ヤ

も
『
や
さ
し
い
猫
』
と
い
う
民
話
を
教
え
て
く
れ
た
ク
マ
さ
ん
に
懐
き
、
三
人
で

穏
や
か
な
日
々
が
続
く
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
䢧
。
入
管
法
に
翻
弄
さ
れ
る
小
さ
な

家
族
が
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
か
を
描
い
た
長
編
小
説
。

第
五
六
回

吉
川
英
治
文
学
賞

令
和
三
年
刊

四
一
〇
頁

中
央
公
論
新
社

夜
に
星
を
放
つ

星
座
の
伝
説
と
各
内
容
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
五
編
を
収
録
し
た
短
編
集
。
亡
く

窪

美
澄

著

な
っ
た
妹
を
想
い
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ご
す

、
母
親
の
幽
霊
が
見
え
る
女
子

OL

中
学
生
、
新
し
い
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
ま
だ｢

お
母
さ
ん｣

と
呼
べ
な
い
小
学
生
。

人
生
に
戸
惑
う
者
た
ち
が
、
再
び
希
望
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
問
う
。

第
一
六
七
回

直
木
賞

令
和
四
年
刊

二
二
〇
頁

文
藝
春
秋

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
）



読
書
会
読
書
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の

十

冊

文

庫

目

録

追

録

№

（
令
和
五
年
度
）

39

千
葉
県
立
図
書
館

令
和
六
年
三
月
現
在

【
新
規
購
入
タ
イ
ト
ル
】

書

名

・

著

者

解

題

硫
黄
島
上
陸

現
地
で
の
戦
死
者
二
万
超
の
う
ち
、
い
ま
だ
一
万
人
以
上
の
遺
骨
が
見
つ
か
っ

友
軍
ハ
地
下
ニ
在
リ

て
い
な
い
硫
黄
島
。
戦
死
者
達
は
一
体
ど
こ
に
眠
っ
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
未
だ
に

酒
井

聡
平

遺
骨
の
多
く
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
遺
骨
収
集
団
と
し
て
硫
黄
島
に
四
度

著

上
陸
し
、
日
米
の
機
密
文
書
も
調
査
し
た
新
聞
記
者
が
、
「
硫
黄
島
の
戦
い
」
の

謎
を
追
っ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

令
和
五
年
刊

三
三
五
頁

講
談
社

検
証

ナ
チ
ス
は

「
ナ
チ
ス
は
良
い
こ
と
も
し
た
」
と
い
う
議
論
は
国
内
外
で
定
期
的
に
繰
り
返
さ

「
良
い
こ
と
」
も
し
た
の
か
？

れ
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い
言
説
な
の
か
。
功
績
と
さ
れ
が
ち
な
事
象
を
と
り
あ
げ
、

小
野
寺

拓
也

ナ
チ
ズ
ム
研
究
の
蓄
積
を
も
と
に
、
事
実
性
や
文
脈
を
検
証
。
歴
史
修
正
主
義
が

著

影
響
力
を
持
つ
な
か
、
多
角
的
な
視
点
で
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
る
。

令
和
五
年
刊

一
一
九
頁

岩
波
書
店

植
物
少
女

美
桜
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
、
母
・
深
雪
は
植
物
状
態
だ
っ
た
。
成
長
す

朝
比
奈

秋

著

る
美
桜
と
時
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
母
親
の
関
係
は
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
。
現
役
医
師
で
も
あ
る
著
者
が
、
唯
一
無
二
の
母
子
の
在

り
方
を
丁
寧
に
描
い
て
い
く
。「
生
」
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
。

第
三
六
回

三
島
由
紀
夫
賞

令
和
五
年
刊

一
七
八
頁

朝
日
新
聞
出
版

他
者
の
靴
を
履
く

「
他
者
の
感
情
や
経
験
な
ど
を
理
解
す
る
能
力
」
で
あ
る
エ
ン
パ
シ
ー
と
、
「
私

ブ
レ
イ
デ
ィ

が
私
自
身
を
生
き
る
」
ア
ナ
キ
ズ
ム
。
二
つ
が
邂
逅
し
、
融
合
し
て
い
く
思
索
の

み
か
こ

著

旅
を
著
す
。
現
代
社
会
の
様
々
な
思
い
込
み
を
解
き
放
ち
、
〈
多
様
性
の
時
代
〉

の
カ
オ
ス
を
生
き
抜
く
た
め
の
本
。

令
和
三
年
刊

三
〇
二
頁

文
芸
春
秋

鉄
道
小
説

個
人
史
と
鉄
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
が
交
差
す
る
「
人
と
鉄
道
の
記
憶
」
に
つ

乗
代

雄
介

い
て
の
物
語
を
集
め
た
小
説
集
。
主
人
公
が
飼
い
犬
と
共
に
地
元
の
思
い
出
を
辿

ほ
か

著

る
「
犬
馬
と
鎌
ケ
谷
大
仏
」（
乗
代
雄
介
）、
第
四
七
回
川
端
康
成
文
学
賞
受
賞
作

の
「
反
対
方
向
行
き
」（
滝
口
悠
生
）
等
、
五
編
を
収
録
。

令
和
四
年
刊

二
五
三
頁

交
通
新
聞
社

業
平

小
説
伊
勢
物
語

歌
物
語
の
不
朽
の
名
作
で
あ
る
「
伊
勢
物
語
」
を
、
現
代
小
説
と
い
う
手
法
で

高
樹

の
ぶ
子

著

蘇
ら
せ
た
長
編
作
品
。
主
人
公
と
さ
れ
る
九
世
紀
の
歌
人
在
原
業
平
の
生
涯
を
、

色
恋
の
和
歌
を
中
心
に
据
え
て
み
や
び
な
語
り
口
調
の
文
体
で
鮮
や
か
に
描
く
。

登
場
人
物
の
色
香
や
千
年
か
け
て
育
ま
れ
た
日
本
人
の
美
意
識
が
詰
め
込
ま
れ
た

作
品
。

令
和
二
年
刊

四
五
八
頁

日
経B

P

日
本
経
済
新
聞
出
版
本
部



書

名

・

著

者

解

題

ハ
ン
チ
バ
ッ
ク

先
天
性
の
疾
患
に
よ
る
側
弯
症
を
抱
え
る
井
沢
釈
華
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

市
川

沙
央

著

十
畳
ほ
ど
の
部
屋
で
こ
た
つ
記
事
を
書
き
、
通
信
制
大
学
に
通
い
、
夜
はT

L

小

説
を
投
稿
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
ま
ま
な
ら
ぬ
身
体
を
描
き
き
る
筆
致
と
作

品
を
貫
く
鋭
い
ユ
ー
モ
ア
で
、
文
学
界
に
衝
撃
を
与
え
た
作
品
。

第
一
六
九
回

芥
川
賞

第
一
二
八
回

文
學
界
新
人
賞

令
和
五
年
刊

九
三
頁

文
芸
春
秋

光
の
と
こ
に
い
て
ね

古
び
た
団
地
の
片
隅
で
出
会
っ
た
結
珠
と
果
遠
。
全
て
が
違
う
二
人
は
互
い
に

ゆ

ず

か

の

ん

一
穂

ミ
チ

強
く
惹
か
れ
合
う
。ず
っ
と
一
緒
に
は
い
ら
れ
な
い
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
ー
ー
。

著

名
前
が
つ
け
ら
れ
な
い
感
情
を
抱
え
た
少
女
達
の
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ
出
会
い

と
別
れ
の
物
語
。

令
和
四
年
刊

四
六
二
頁

文
芸
春
秋

牧
野
植
物
園

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症(A

L
S
)

と
闘
い
な
が
ら
、
人
間
と
生
き
物
を
等
し
く
扱

渡
辺

松
男

著

っ
た
独
特
の
自
然
観
の
短
歌
を
詠
む
著
者
の
第
十
歌
集
。
牧
野
植
物
園
に
行
っ
た

時
の
思
い
出
を
詠
ん
だ
一
首
な
ど
、
口
語
や
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
自
在
に
使
っ
て
詠
ん

だ
、
美
し
く
生
命
力
に
溢
れ
る
歌
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

第
七
三
回

芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞

令
和
四
年
刊

一
八
九
頁

書
肆
侃
侃
房

窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん 

国
民
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
窓
際
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
の
四
十
二
年
ぶ
り
の
続
編
。

続

家
族
の
こ
と
、
戦
時
中
の
生
活
、
疎
開
し
た
青
森
で
の
出
来
事
、
学
校
で
の
思
い

黒
柳

徹
子

出
、
女
優
に
な
っ
た
時
の
こ
と
。「
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
の
青
春
時
代
が
、
ユ
ー
モ

著

ア
あ
ふ
れ
る
文
章
で
生
き
生
き
と
綴
ら
れ
る
。

令
和
五
年
刊

二
五
三
頁

講
談
社

【
所
蔵
済
み
買
替
タ
イ
ト
ル
】

書

名

・

著

者

解

題

兎
の
眼

新
卒
教
師
の
小
谷
先
生
が
受
け
持
っ
た
の
は
、
学
校
で
一
言
も
口
を
き
か
な
い

灰
谷

健
次
郎

著

一
年
生
の
鉄
三
だ
っ
た
。
心
を
開
か
な
い
鉄
三
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
小
谷
だ
っ
た

が
、
次
第
に
彼
の
豊
か
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
く
。

平
成
十
年
刊

三
三
九
頁

K
A
D
O
K
A
W
A

蟹
工
船
・
党
生
活
者

海
軍
の
保
護
の
も
と
、
乗
員
に
過
酷
な
労
働
を
強
い
て
暴
利
を
貪
る
蟹
工
船
。

小
林

多
喜
二

著

人
権
を
剥
奪
さ
れ
た
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
扱
う
「
蟹
工
船
」
と
、
近
代
的
軍

需
工
場
の
計
画
的
な
争
議
を
描
い
た
「
党
生
活
者
」
。
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

の
代
表
作
を
収
録
。

平
成
二
十
年
刊

三
〇
〇
頁

角
川
書
店

金
閣
寺

吃
音
と
醜
い
外
貌
に
悩
む
学
僧
・
溝
口
に
と
っ
て
、
金
閣
と
は
「
美
」
そ
の
も

三
島

由
紀
夫

著

の
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
彼
の
中
で
憧
れ
は
憎
し
み
に
変
わ
っ
た
の
か
。

実
際
に
起
こ
っ
た
金
閣
放
火
事
件
を
素
材
に
し
た
、
三
島
文
学
の
不
朽
の
名
作
。

令
和
二
年
刊

三
八
三
頁

新
潮
社

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
）



読
書
会
読
書
グ
ル
勖
プ
の
た
め
の 

十 
冊 

文 

庫 

目 

録 

追 

録 

№
40  

 

协
令
和
六
年
度
卐 

 

千
葉
県
立
図
書
館 

令
和
七
年
三
月
現
在                                       

続
き
と
始
ま
り 

柴
崎 

友
香 

著 

サ
ン
シ
勒
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日 

朝
比
奈 

秋 

著 

菜
食
主
義
者 

ハ
ン
・
ガ
ン 

著 

言
語
の
本
質 

こ
と
ば
は
ど
う
生
ま
れ
劣
進
化
し
た
か 

今
井 

む
つ
み 

著 

く
も
を
さ
が
す 

西 

加
奈
子 

著 

黄
色
い
家 川

上 

未
映
子 

著 

書  

名  

・ 
 

著 
 

者 

二
つ
の
大
震
災
䣍
コ
ロ
ナ
禍
䣍
戦
争
䣎
別
々
の
場
所
で
暮
ら
す
三
人
の
人

物
の
日
常
を
描
き
䣍
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
誰
に
も
同
じ
よ
う
に
経
過
し
た

は
ず
の
時
間
を
み
つ
め
る
䣎 

  

第
六
〇
回 

谷
崎
潤
一
郎
賞 

令
和
五
年
刊 

三
四
一
頁 

集
英
社 

二
人
で
一
つ
の
身
体
を
生
き
る
䣓
結
合
双
生
児
䣔
の
姉
妹
の
䣍
父
の
兄
で

あ
る
伯
父
の
死
か
ら
四
十
九
日
ま
で
の
日
々
を
描
く
䣎
医
師
で
も
あ
る
著
者

に
よ
る
生
と
死
を
問
う
物
語
䣎 

  

第
一
七
一
回 

芥
川
賞 

令
和
六
年
刊 

一
四
一
頁 

新
潮
社 

あ
る
日
突
然
肉
食
を
拒
否
し
䣍
ほ
と
ん
ど
眠
ら
な
く
な
䣬
た
妻
䣎
日
に
日

に
や
せ
て
い
く
彼
女
の
様
子
を
夫
の
視
点
か
ら
描
く
表
題
作
の
他
䣍
䣓
蒙
古

斑
䣔
䣓
木
の
花
火
䣔
を
収
め
る
連
作
小
説
集
䣎 

  

ノ
䤀
ベ
ル
文
学
賞
䥹
二
〇
二
四
䥺
受
賞
者
著
作
䣍
二
〇
一
六
年 

ブ
䣹
カ
䤀
国
際
賞 

平
成
二
三
年
刊 

三
〇
一
頁 

ク
オ
ン 

オ
ノ
マ
ト
ペ
䣍
ア
ブ
ダ
ク
シ
䣼
ン
䥹
仮
説
形
成
䥺
推
論
と
い
う
キ
䤀
ワ
䤀

ド
を
手
が
か
り
に
䣍
認
知
科
学
者
と
言
語
学
者
が
䣓
言
語
の
本
質
䣔
䣍䣓
人
間

の
思
考
の
本
質
䣔
を
問
う
䣎 

  

新
書
大
賞
二
〇
二
四 

令
和
五
年
刊 

二
七
七
頁 

中
央
公
論
新
社 

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
䣍
滞
在
先
の
カ
ナ
ダ
で
乳
が
ん
を
宣
告
さ
れ
た
著
者
が
䣍

が
ん
の
発
覚
か
ら
寛
解
ま
で
の
八
か
月
間
を
克
明
に
つ
づ
䣬
た
ノ
ン
フ
䣵

ク
シ
䣼
ン
䣎 

  

第
七
五
回
読
売
文
学
賞
䥹
随
筆
・
紀
行
賞
䥺 

令
和
五
年
刊 
二
五
二
頁 

河
出
書
房
新
社 

惣
菜
店
に
勤
め
る
花
は
䣍
二
十
年
前
に
共
に
生
活
し
た
黄
美
子
が
若
い
女

性
に
対
す
る
傷
害
・
脅
迫
・
監
禁
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
ネ
䣹
ト
の

ニ
䣻
䤀
ス
記
事
を
見
つ
け
る
䣎
善
悪
の
境
界
に
迫
る
ク
ラ
イ
ム
・
サ
ス
ペ
ン
ス
䣎 

  
第
七
五
回 

読
売
文
学
賞
䥹
小
説
賞
䥺 

令
和
五
年
刊 

六
〇
一
頁 

中
央
公
論
新
社 

解 
 
    

 
 
 
 

題 

     



  

                                

※
十
冊
文
庫
の
䣓
書
名
目
録
䣔
は
䣍
千
葉
県
立
図
書
館
の 

ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
䣎 

䥹
ト
䣹
プ
ペ
䤀
ジ
左
側
䣓
各
種
資
料
リ
ス
ト
䣔
の
䣓
十
冊
文
庫
䣔
の
ペ
䤀
ジ
に
目
録
あ
り
䥺 

よ
う
こ
そ
劣
ヒ
勑
ナ
ム
洞
書
店
へ 

フ
勊
ン
・
ボ
ル
ム 

著 

ま
い
ま
い
つ
ぶ
ろ 

村
木 

嵐 

著 

八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド 

万
城
目 

学 

著 

成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く 

宮
島 

未
奈 

著 

東
京
都
同
情
塔 

九
段 

理
江 
著 

書  
名  
・ 

 

著 
 

者 

会
社
を
辞
め
た
ヨ
ン
ジ
䣻
は
䣍
ソ
ウ
ル
市
内
の
住
宅
街
に
䣓
ヒ
䣻
ナ
ム
洞

書
店
䣔
を
開
店
す
る
䣎
店
主
と
書
店
に
や
䣬
て
く
る
人
々
の
さ
さ
や
か
な
日

常
が
交
わ
る
様
子
を
描
く
物
語
䣎 

  

二
〇
二
四
年
本
屋
大
賞
䥹
翻
訳
小
説
部
門
䥺 

令
和
五
年
刊 

三
六
四
頁 

集
英
社 

口
が
回
ら
ず
䣍
歩
い
た
後
に
尿
を
引
き
ず
䣬
た
跡
が
残
る
こ
と
か
ら
䣓
ま
い

ま
い
つ
ぶ
ろ
䣔
と
呼
ば
れ
蔑
ま
れ
た
九
代
将
軍
・
徳
川
家
重
と
䣍
唯
一
家
重

の
言
葉
を
聞
き
取
る
こ
と
の
出
来
る
小
姓
の
絆
と
苦
闘
を
描
く
歴
史
小
説
䣎 

  

第
一
七
〇
回 

直
木
賞
候
補 

令
和
五
年
刊 

三
三
〇
頁 

幻
冬
舎 

自
堕
落
に
夏
休
み
を
過
ご
す
京
都
の
大
学
生
・
朽
木
は
䣍
借
金
の
カ
タ
に

草
野
球
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
䣎
表
題
作
の
他
䣍
同
じ
く
京
都
を
舞

台
に
し
た
䣓
十
二
月
の
都
大
路
上
下
ル
䣔
を
収
録
す
る
䣎 

  

第
一
七
〇
回 

直
木
賞 

令
和
五
年
刊 

二
〇
四
頁 
文
藝
春
秋 

中
学
二
年
生
の
成
瀬
は
䣍
閉
店
が
予
定
さ
れ
る
西
武
大
津
店
に
毎
日
通

い
䣍
ロ
䤀
カ
ル
テ
レ
ビ
の
中
継
に
映
る
こ
と
に
す
る
䣎
滋
賀
県
大
津
市
を
舞

台
に
䣍
わ
が
道
を
ゆ
く
主
人
公
の
一
風
変
わ
䣬
た
活
躍
を
描
く
青
春
小
説
䣎 

  

二
〇
二
四
年
本
屋
大
賞 

令
和
五
年
刊 

二
〇
一
頁 

新
潮
社 

不
寛
容
が
糾
弾
さ
れ
る
よ
う
に
な
䣬
た
も
う
一
つ
の
日
本
で
䣍
新
し
い
刑

務
所
䣓
シ
ン
パ
シ
䤀
タ
ワ
䤀
ト
䤀
キ
䣼
䤀
䣔
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
䣎

犯
罪
者
に
寛
容
に
な
れ
な
い
建
築
家
・
牧
名
は
苦
悩
し
な
が
ら
も
設
計
の
仕

事
に
取
り
組
む
䣎
人
間
の
䣓
正
し
さ
䣔
を
問
う
デ
䣵
ス
ト
ピ
ア
小
説
䣎 

  

第
一
七
〇
回 

芥
川
賞 

令
和
六
年
刊 

一
四
三
頁 

新
潮
社 

解 
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